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市
長
提
出
議
案

議
案
第
22
号　
令
和
８
年
度
蓮
田
市
一
般

会
計
予
算

「
と
か
い
な
か
№
１
」
を
掲
げ 

人
と
自
然
を
思
い
や
る
街
づ
く
り

「
蓮
田
共
生
」
を
引
き
続
き
推
進

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
2
4
2
億

6
0
0
万
円
と
す
る
も
の
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
額
に
し
て
8
億
5
1
0
0
万
円
の
減
、
率
に

し
て
3
・
4
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
要
す
る

経
費
を
計
上
。
平
和
行
政
推
進
事
業
は
平
和
の
講

演
会
な
ど
を
開
催
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
。

　

民
生
費
で
は
、
障
が
い
者
基
本
計
画
及
び
高
齢

者
福
祉
計
画
等
の
次
期
計
画
策
定
に
係
る
予
算
を

計
上
。
子
育
て
支
援
の
関
係
で
は
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
て
新
た
な
民
間
保
育
施
設
を
整
備
す

る
事
業
者
へ
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
（
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
）
を

実
施
す
る
た
め
事
業
者
へ
の
補
助
を
行
い
、
保

育
・
子
育
て
環
境
を
整
備
。
併
せ
て
生
活
保
護
・

生
活
困
窮
世
帯
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
習

支
援
事
業
を
継
続
し
、
貧
困
の
連
鎖
解
消
に
向
け

た
自
立
支
援
策
を
推
進
。

　

衛
生
費
で
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
蓮
田
市

水
道
事
業
に
お
い
て
基
本
料
金
と
メ
ー
タ
ー
使
用

料
の
減
額
措
置
を
令
和
8
年
4
月
か
ら
11
月
ま
で

の
8
か
月
間
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
。
保

健
事
業
は
、
乳
幼
児
健
康
診
査
に
お
い
て
令
和
8

年
10
月
か
ら
新
た
に
「
5
歳
児
健
診
」
を
実
施

し
、
就
学
に
向
け
た
支
援
体
制
を
整
備
。
併
せ
て

地
域
救
急
医
療
体
制
の
整
備
や
各
種
が
ん
検
診
、

が
ん
患
者
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、市
民

の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
西
城

沼
公
園
に
お
け
る
パ
ー
ゴ
ラ
の
設
置
な
ど
の
公
園

整
備
や
黒
浜
沼
周
辺
の
自
然
環
境
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
の
整
備
と
維
持
管
理
を
継
続
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
か
ん
が
い
排
水
整
備
事

業
と
し
て
、
貝
塚
悪
水
路
の
改
修
工
事
を
行
う
な

ど
農
業
用
水
利
施
設
の
維
持
・
修
繕
を
継
続
。

　

商
工
費
で
は
、
世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
た

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」
の
実
施
に
対
す
る
補
助
。

　
令
和
8
年
3
月
定
例
会
は
、
去
る
2
月
17
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
「
令
和
8
年
度
各
会
計
当
初
予
算
」
や

「
蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
23
議
案
が
、
ま
た
、
同
日

追
加
議
案
と
し
て
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
2
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
蓮
田
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
」
が
上
程
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

会期 ２/17 ㊋▶３/17 ㊋
３ 月 定 例 会

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

�

各
会
計
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
は
２
４
２
億
６
０
０
万
円

�

︿
前
年
度
比
３
・
４
％
減
﹀
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ま
た
、
消
費
者
行
政
で
相
談
体
制
の
維
持
や
啓
発

活
動
に
努
め
、
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定
を
図
る
。

　

土
木
費
で
は
、
企
業
立
地
促
進
事
業
で
高
虫
西

部
地
区
へ
の
企
業
立
地
に
向
け
た
組
合
に
対
す
る

技
術
的
支
援
を
行
い
、
県
道
行
田
蓮
田
線
の
バ
イ

パ
ス
計
画
に
係
る
設
計
業
務
を
継
続
。
橋
り
ょ
う

維
持
管
理
事
業
は
大
字
馬
込
地
内
の
八
幡
橋
の
架

け
替
え
に
向
け
た
詳
細
設
計
を
、
橋
り
ょ
う
整
備

事
業
は
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
と
協
定
を
結
び
東
北
自

動
車
道
に
架
か
る
宿
浦
橋
の
歩
道
整
備
に
向
け
た

検
討
・
設
計
等
を
実
施
。
ま
た
、
空
き
家
対
策
と

し
て
「
空
き
家
等
実
態
調
査
」
を
実
施
す
る
ほ

か
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
向
け

た
取
組
を
推
進
。

　

消
防
費
で
は
、
緊
急
車
両
等
更
新
事
業
と
し
て
、

救
急
自
動
車
と
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

そ
れ
ぞ
れ
1
台
更
新
す
る
ほ
か
、
通
信
施
設
整
備

事
業
と
し
て
「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
」
及
び

「
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
」
の
機
器
更
新
を

実
施
。
ま
た
、
災
害
用
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
を
進
め
る

と
と
も
に
、
消
防
団
第
5
分
団
が
「
埼
玉
県
消
防

操
法
大
会
」
へ
出
場
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
施
設
の
整
備
は
蓮
田
北
小

学
校
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
の
設
計
ほ
か
、
令

和
10
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
、
蓮
田
南
中

学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
を
引
き
続
き
推

進
。
学
校
給
食
費
は
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て

市
内
小
学
校
に
お
け
る
給
食
費
を
全
額
補
助
す
る

と
と
も
に
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
給
食
食
材
の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
。

こ
の
ほ
か
、
高
虫
西
部
地
区
か
ら
出
土
し
た
希
少

な
縄
文
土
器
の
分
析
、
パ
ル
シ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
う
備
品
整
備
や
ハ
ス
ト
ピ
ア
に

お
け
る
文
化
公
演
の
実
施
な
ど
の
経
費
を
計
上
。

反対討論

国
政
の
ゆ
が
み
を
持
ち
込
む

重
大
な
問
題
が
あ
り
反
対

�

諸
根　
善
昭
（
日
本
共
産
党
）

　

水
道
料
金
引
き
下
げ
の
た
め
の
補
助
や
小
学
校

の
学
校
給
食
無
償
化
な
ど
、
評
価
す
べ
き
点
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
政
治
の
ゆ
が
み
か
ら
市

民
を
守
る
立
場
か
ら
見
て
、
以
下
の
よ
う
な
重
大

な
問
題
が
あ
る
の
で
反
対
し
ま
す
。

1　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
関
連
予
算
。

2　

自
治
体
独
自
の
施
策
が
抑
制
さ
れ
る
懸
念
の

あ
る
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
事
業
。

3　

全
職
員
の
42
％
に
も
上
る
会
計
年
度
任
用
職

員
に
頼
る
不
適
切
な
行
政
運
営
。

4　

生
活
道
路
改
良
重
点
整
備
事
業
の
遅
れ
。

5‌　
2
億
3
0
0
0
万
円
に
上
る
学
童
保
育
の
民

間
委
託
費
。

議
案
第
5
号　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
7
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
8
号
）
を
専
決

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

4
5
7
0
万
6
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
2
7
6
億
4
8
4
0
万
5
0
0
0
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

内
容
は
、
令
和
8
年
2
月
8
日
の
衆
議
院
議
員

選
挙
等
の
執
行
に
伴
う
関
係
予
算
を
専
決
処
分
し

た
も
の
で
す
。

議
案
第
6
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）

予
算
執
行
状
況
や
事
業
内
容
を
十
分

精
査
し
編
成

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
8
億
6‌

3�

6‌

0
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
2
8
5
億
�

1
2
0
0
万
5
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
財
政
調
整
基
金
積
立
事
業
は
財
源
調
整

の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
て
を
実
施
。

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
は
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
件
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
必
要
な
経
費
を

増
額
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
は
プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

す
る
た
め
の
経
費
を
増
額
。
継
続
費
の
補
正
は
事

業
の
執
行
状
況
に
よ
り
総
額
等
を
変
更
。
繰
越
明

許
費
の
補
正
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

や
県
道
蓮
田
鴻
巣
線
歩
道
整
備
事
業
な
ど
、
事
業

の
執
行
に
期
間
を
要
す
る
た
め
追
加
及
び
変
更
。

地
方
債
の
補
正
は
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
限
度
額

を
変
更
。

会 計 名 令和８年度 令和７年度 増減額 増減率

一 般 会 計 24,206,000 25,057,000 △ 851,000 △ 3.4

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 6,061,028 6,139,920 △ 78,892 △ 1.3

後期高齢者医療 1,593,858 1,347,915 245,943 18.2

介 護 保 険 6,369,977 6,146,836 223,141 3.6

公

営

企

業

会

計

水

道

事

業

収益的収入 1,442,218 1,375,162 67,056 4.9

収益的支出 1,527,825 1,290,934 236,891 18.4

資本的収入 591,538 646,074 △ 54,536 △ 8.4

資本的支出 1,210,460 1,273,975 △ 63,515 △ 5.0

下
水
道
事
業

収益的収入 1,381,714 1,405,464 △ 23,750 △ 1.7

収益的支出 1,339,192 1,342,742 △ 3,550 △ 0.3

資本的収入 1,465,661 1,333,780 131,881 9.9

資本的支出 1,782,137 1,830,609 △ 48,472 △ 2.6

令和８年度各会計予算規模
▶議案第22号

▶議案第28号～30号

▶議案第26号、27号

（単位：千円、％）
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反対討論
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
」は
、補
助
効

果
、平
等
性
等
の
観
点
か
ら
不
適
当
で
、市
民
に

と
っ
て
よ
り
有
効
的
な
補
助
事
業
を
実
施
す
べ
き

�
秦　
邦
雄
（
市
民
ク
ラ
ブ
未
来
）

1　

本
事
業
予
算
1
億
1
0
0
0
万
円
に
は
事
務

経
費
が
2
0
0
0
万
円
含
ま
れ
、
市
民
に
直
接

届
く
補
助
は
9
0
0
0
万
円
で
補
助
効
果
が
低

い
。

2　

低
所
得
世
帯
か
ら
は
前
払
い
で
の
購
入
は
非

常
に
利
用
し
づ
ら
い
と
の
声
が
多
く
、
購
入
者

層
に
偏
り
が
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
平
等
性
に

欠
け
る
。

3　

過
去
の
同
事
業
の
検
証
が
不
十
分
で
、
効
果

も
限
定
的
。

4　

例
え
ば
、
水
道
費
補
助
2
か
月
分
延
長
と
中

学
校
給
食
費
1
学
期
分
無
償
化
も
同
額
予
算
で

可
能
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
も
っ
と
有
効
的

な
補
助
事
業
が
ほ
か
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
会
派
を
代
表
し
て
本
議
案

に
反
対
す
る
。

議
案
第
7
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

保
険
給
付
費
や
保
健
事
業
費
な
ど

を
減
額

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
6

�
4
�5�

万
4
0
0
0
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
62
億

9
9
4
4
万
2
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
総
務
費
、
保
険
給
付
費
、
保
健
事
業
費

は
執
行
状
況
を
踏
ま
え
て
減
額
。
諸
支
出
金
は
、

普
通
交
付
金
等
の
清
算
返
還
金
を
増
額
。

議
案
第
8
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
増
額

な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
7
0
0
5
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

14
億
2
2
9
5
万
7
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
見
込
み
よ
り
増
え
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を
増
額
。

議
案
第
9
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
電
算
処
理

業
務
委
託
費
な
ど
を
増
額

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
4
7
8
万
3
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
65
億
1
0
1
9
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
総
務
費
は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
電
算

処
理
業
務
委
託
費
な
ど
を
増
額
。
保
険
給
付
費
及

び
地
域
支
援
事
業
費
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
給
付
費
や
負
担
金

な
ど
の
不
足
分
を
増
額
。

議
案
第
10
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

収
益
的
収
入
で
一
般
会
計
補
助
金

等
を
増
額

　

収
益
的
収
入
は
一
般
会
計
補
助
金
等
を
9

�
4
�0�

万
5
0
0
0
円
増
額
。
収
益
的
支
出
は
経
常
経
費

等
を
1
4
5
8
万
6
0
0
0
円
増
額
。

　

資
本
的
収
入
は
国
庫
補
助
金
を
1
0
3
万
円
減

額
。
資
本
的
支
出
は
建
設
改
良
に
係
る
事
業
の
契

約
実
績
に
合
わ
せ
て
9
4
4
4
万
1
0
0
0
円
減

額
。

　

債
務
負
担
行
為
は
検
針
用
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ

ム
改
修
業
務
委
託
費
を
本
年
度
中
に
契
約
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
追
加
。

議
案
第
11
号　
令
和
7
年
度
蓮
田
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

収
益
的
収
入
の
営
業
外
収
益
の
減

額
な
ど

　

収
益
的
収
入
は
営
業
外
収
益
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
還
付
金
を
5
8
5
0
万
3
0
0
0
円
減

額
。
収
益
的
支
出
は
営
業
費
用
の
総
係
費
を
2‌

8�

7‌

4
万
6
0
0
0
円
減
額
。

　

資
本
的
収
入
は
国
庫
補
助
金
を
6
5
5
万
円
減

額
。
資
本
的
支
出
は
主
に
建
設
改
良
費
を
契
約
実

績
に
合
わ
せ
て
2
2
1
1
万
円
減
額
。

議
案
第
13
号　
蓮
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
鑑
み
職
員
の
通
勤

手
当
の
制
度
を
改
定

　

内
容
は
、
通
勤
手
当
に
つ
い
て
自
動
車
等
使
用

者
に
対
す
る
支
給
金
額
を
規
則
で
定
め
る
こ
と
と

し
、
駐
車
場
等
の
料
金
を
負
担
す
る
場
合
に
は
、

当
該
料
金
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
改

め
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
14
号　
蓮
田
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

緊
急
消
防
援
助
隊
ま
た
は
潜
水
隊
の
職
員

に
対
す
る
特
殊
勤
務
手
当
等
の
見
直
し

　

内
容
は
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動
し
た

場
合
、
ま
た
救
助
の
た
め
潜
水
業
務
に
従
事
し
た

場
合
に
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
規
定
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
15
号　
書
面
掲
示
規
制
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
た

書
面
掲
示
規
制
の
見
直
し

　

内
容
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
に
基
づ

く
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
関
す
る
施
策
と
し
て

情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
た
書
面
掲
示
規

制
の
見
直
し
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
条
例
の
整

備
を
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
公
示
送
達
に
関
す
る
も
の
が
関
係

法
令
の
施
行
の
日
、
公
告
式
に
関
す
る
も
の
が
令

和
9
年
1
月
1
日
、
そ
の
他
の
規
定
は
令
和
8
年

4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
16
号　
蓮
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
等
の
見

直
し
な
ど

　

主
に
、
国
民
健
康
保
険
税
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
納
付
金
課
税
額
を
追
加
す
る
ほ
か
、
基
礎
課

税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を
現
行
の
65
万
円
か
ら

66
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
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る
課
税
限
度
額
を
現
行
の
24
万
円
か
ら
26
万
円
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
基
礎
課
税
額
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
、
介
護
納
付
金
課
税
額
に
係
る
所
得
割
率

と
均
等
割
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

反対討論

物
価
高
騰
が
続
く
も
と
で
、

国
保
税
の
更
な
る
値
上
げ
に

は
反
対

�

榎
本　
菜
保
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
議
案
は
、
2
年
前
に
続
き
更
に
国
保
税
値

上
げ
と
な
る
、
3
つ
も
の
改
定
案
で
あ
る
。

1　

新
た
な
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
課

税
額
」
の
徴
収
。
子
育
て
支
援
の
財
源
を
、
公

的
医
療
保
険
に
上
乗
せ
徴
収
す
る
の
は
問
題
で

あ
り
、
国
の
社
会
保
障
予
算
の
拡
充
で
こ
そ
進

め
る
べ
き
。
し
か
も
18
歳
未
満
被
保
険
者
分
軽

減
の
条
例
改
定
を
専
決
処
分
で
行
う
の
は
、
民

主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
議
決
権
を
形
骸
化
さ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
問
題
。

2　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。
た
だ
で
さ
え
高

す
ぎ
る
保
険
税
で
あ
り
、
同
意
で
き
な
い
。

3　

税
率
等
の
引
き
上
げ
。
世
帯
に
よ
り
、
所
得

に
対
し
10
％
を
超
え
る
負
担
率
の
試
算
も
出
て

い
る
。

　

国
保
は
社
会
保
障
で
あ
り
、
市
が
自
主
性
を
発

揮
し
て
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
施
策
を
行
う
べ
き
。
よ
っ
て
日
本
共
産

党
は
反
対
す
る
。

賛成討論

恩
恵
を
受
け
る
人
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
大
事
な
社
会
制
度

�
関
根　
守
男
（
は
す
だ
政
和
会
）

　

本
条
例
は
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

同
じ
世
帯
構
成
、
所
得
で
あ
れ
ば
、
同
じ
保
険
税

と
な
る
よ
う
保
険
税
水
準
の
統
一
を
目
指
し
、
埼

玉
県
が
定
め
た
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

に
基
づ
き
、
収
納
率
格
差
以
外
を
統
一
す
る
準
統

一
に
向
け
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
等
を
見
直
す

も
の
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
の
創
設
に
よ
り
新
た
な
負
担
が
始
ま
る
が
、
子

育
て
世
帯
を
支
え
る
新
し
い
分
か
ち
合
い
・
連
帯

の
仕
組
み
で
あ
り
賛
成
す
る
。

議
案
第
17
号　
蓮
田
市
立
学
童
保
育
所
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
学
校
の
夏
季
休
業
期
間
に
学
童

保
育
所
の
分
室
を
設
置

　

内
容
は
、
夏
季
休
業
期
間
に
お
い
て
子
ど
も
た

ち
の
保
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
市
長
が
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
学
童
保
育
所
の
分
室
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
で
す
。

議
案
第
19
号　
蓮
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

災
害
そ
の
他
非
常
時
に
他
の
水
道
事
業
者

等
に
よ
る
給
水
装
置
工
事
施
工
が
可
能
に

　

内
容
は
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て

管
理
者
が
認
め
る
と
き
は
、
他
の
水
道
事
業
者
等

が
市
内
の
給
水
装
置
工
事
を
施
工
で
き
る
規
定
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

で
す
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
で
す
。

議
案
第
20
号　
蓮
田
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

対
象
火
気
設
備
等
に
簡
易
サ
ウ
ナ

設
備
を
追
加
す
る
な
ど

　

内
容
は
、
蓮
田
市
火
災
予
防
条
例
に
規
定
す
る

対
象
火
気
設
備
等
の
種
類
に
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
を

追
加
し
、
位
置
及
び
構
造
に
つ
い
て
基
準
を
定
め

る
な
ど
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
8
年
3
月
31
日
で
す
。

議
案
第
21
号　
市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い

て市
道
1
路
線
を
認
定

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ

り
新
設
さ
れ
、
市
に
帰
属
さ
れ
た
1
路
線
を
市
道

3
5
6
6
号
線
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
23
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

医
療
費
に
対
す
る
保
険
給
付
費

な
ど
を
計
上

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
60
億
6‌

1�

0‌

2
万
8
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
医
療
費
に
対
す
る
保
険
給
付
費
、
埼
玉

県
に
納
め
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
、
ま

た
、
特
定
健
康
診
査
や
保
健
指
導
を
実
施
す
る
た

め
の
保
健
事
業
費
な
ど
で
す
。

反対討論

市
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
維
持
・
拡
大
し
、
市

民
負
担
を
軽
減
す
べ
き

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
障
の
根
幹
で
あ
り
、

応
能
負
担
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
得
に
対

し
保
険
税
負
担
が
重
い
構
造
が
続
く
中
、
新
年
度

は
値
上
げ
に
加
え
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付

金
の
上
乗
せ
も
予
定
さ
れ
、
市
民
負
担
の
増
大
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

本
来
は
国
が
財
政
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
拡
充
な
ど
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
と
の
立
場
か
ら
、
日
本
共
産
党

は
反
対
す
る
。

議
案
第
24
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

保
険
料
の
納
付
金
な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
15
億
9‌

3�

市
長
の
行
政
報
告

市
長
の
行
政
報
告

　
今
定
例
会
に
お
け
る
市
長
か
ら
の

行
政
報
告
は
6
件
で
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
に
つ

い
て

２　
高
虫
西
部
地
区
産
業
団
地
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

３　
総
合
市
民
体
育
館
パ
ル
シ
ー
に

つ
い
て

４　
令
和
７
年
中
の
火
災
概
況
及
び

救
急
・
救
助
の
活
動
状
況
に
つ

い
て

５　
消
防
出
初
式
に
つ
い
て

６　
各
部
の
主
な
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
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8‌

5
万
8
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
保
険

料
の
納
付
金
や
徴
収
費
と
し
て
の
事
務
経
費
で

す
。反対討論

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
上
乗

せ
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
に
更
な
る

負
担
を
課
す
こ
と
は
問
題

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費
や
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
応
じ
て
保
険
料
が
上
が
る
仕
組
み

で
あ
り
、
今
回
も
値
上
げ
に
加
え
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
の
上
乗
せ
が
行
わ
れ
る
。
高
齢
者
に

更
な
る
負
担
を
課
す
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
75
歳

で
区
切
る
制
度
の
あ
り
方
も
含
め
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
25
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う

保
険
給
付
費
な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
63
億
6‌

9�

9‌

7
万
7
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
保
険

給
付
費
、
介
護
予
防
事
業
の
推
進
や
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
の
た
め
の
地
域
支
援
事
業
費

な
ど
で
す
。

反対討論

現
行
の
制
度
運
営
を
見
直
し
、

国
庫
負
担
の
拡
充
を
求
め
る

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
あ

り
、
報
酬
引
下
げ
に
よ
り
訪
問
介
護
事
業
所
の
減

少
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
に
く
い
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
影
響
が
出
て
お
り
、
在
宅
介
護
の
不
安
は
増
し

て
い
る
。
負
担
増
の
み
を
強
い
る
現
行
の
制
度
運

営
は
見
直
す
べ
き
で
あ
り
、
国
庫
負
担
の
拡
充
を

求
め
る
立
場
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
26
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
水
道

事
業
会
計
予
算

市
道
7
号
線
の
老
朽
管
更
新
工
事

等
を
引
き
続
き
実
施

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

14
億
4
2
2
1
万
8
0
0
0
円
及
び
15
億
2

�
7
�8�

2
万
5
0
0
0
円
と
し
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ
5
億
9
1
5
3
万
8

�
0
�0�

0
円
及
び
12
億
1
0
4
6
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
市
道
7
号
線
の
老
朽
管
更
新
工
事
等
を

引
き
続
き
実
施
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら
継
続

事
業
で
行
っ
て
い
る
浄
水
場
中
央
監
視
操
作
施
設

更
新
工
事
等
を
計
上
。

議
案
第
27
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

高
虫
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

築
造
工
事
経
費
を
計
上

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

13
億
8
1
7
1
万
4
0
0
0
円
及
び
13
億
3

�
9
�1�

9
万
2
0
0
0
円
と
し
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ
14
億
6
5
6
6
万
1

�
0
�0�

0
円
及
び
17
億
8
2
1
3
万
7
0
0
0
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
に
、
蓮
田
都
市
計
画
高
虫
西
部
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う
汚
水
管
渠
築
造
工
事
に
係
る
経
費

な
ど
で
す
。

反対討論

下
水
道
事
業
は
民
間
委
託
で
は
な

く
公
的
責
任
で
市
が
行
う
べ
き

�

榎
本　
菜
保
（
日
本
共
産
党
）

　

市
の
下
水
道
事
業
費
用
に
「
官
民
連
携
支
援
業

務
委
託
2
5
3
0
万
円
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
事
業
運

営
等
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
仕
組
み
で
、
市

は
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
先
駆
け
て
行
っ
て
き
た
欧
州

で
は
、
事
業
者
が
利
益
重
視
で
運
営
し
た
結
果
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
下
が
り
、
環
境
に
悪
影
響
が
出

る
な
ど
し
て
、
再
び
国
や
自
治
体
に
よ
る
直
営
に

戻
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　

公
衆
衛
生
向
上
や
環
境
保
全
、
浸
水
防
御
と
い

う
下
水
道
事
業
の
公
的
責
任
を
市
は
自
覚
し
、
自

主
性
を
発
揮
し
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
事
業
を
運
営
し
て
い

く
べ
き
。
よ
っ
て
日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

議
案
第
28
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

蓮
田
中
学
校
ほ
か
4
校
体
育
館
空
調

設
備
設
置
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

工 
事 

名　

令
和
7
年
度　

蓮
田
中
学
校
外
4
校

体
育
館
空
調
設
備
設
置
工
事

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
閏
戸
1
4
7
番
地
1

外
4
か
所

契
約
金
額　

1
億
8
6
4
5
万
円

工　
　

期　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
9
年
1
月

29
日
ま
で

契
約
相
手　

ア
サ
ヒ
住
建
株
式
会
社

議
案
第
29
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

黒
浜
西
小
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結

工 

事 

名　

令
和
7
年
度　

黒
浜
西
小
学
校
校
舎

外
壁
改
修
工
事

工
事
箇
所　

蓮
田
市
西
新
宿
三
丁
目
84
番

契
約
金
額　

1
億
5
5
8
4
万
8
0
0
0
円

工　
　

期　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
8
年
10
月

30
日
ま
で

契
約
相
手　

株
式
会
社
田
中
工
務
店

議
員
提
出
議
案

議
第
１
号
議
案　
蓮
田
市
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

標
準
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

に
準
じ
た
改
正

　

主
に
、
常
用
漢
字
の
変
更
に
伴
う
字
句
及
び
現

在
の
規
定
で
は
運
営
上
支
障
と
な
り
得
る
条
文
を

整
理
す
る
こ
と
、
ま
た
、
各
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
対
応
す
る
通
則
的
な
規
定
を
新
設
す
る
も
の

で
す
。

　

施
行
日
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
で
す
。

�


